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本研究室では下水汚泥の嫌気消化で残存する”消化汚泥”をさらに分解しバイオガスを生産する

嫌気菌叢（DABYS菌叢およびDABYE菌叢）を得ることができました。また、アルカリpHで高濃度の

CO2を固定できる微細藻類を見つけ、その性質を研究しています。バイオガスには約40%の二酸化

炭素が含まれていますが、除去することによりバイオガスの燃焼効率を改善することができます。

本出展では、この嫌気菌叢と二酸化炭素を消費する微細藻類を用いて、消化汚泥からメタン含量

の高いバイオガスを生産する新たな技術を紹介します
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DABYS／DABYE菌叢は、消化汚泥と水のみからなる培養液で生育し、消化汚泥からバイオガス

を生産できる微生物菌叢ですClostridiaeaeやEnterobaacteriaceaeファミリー細菌をはじめとする多

様な微生物種から構成さており、消化汚泥のみならず、広範な基質の資源化が期待できます。メタ

ン生産アーキアを死滅させることで、水素ガス生産菌叢に転換することができます

他方、バイオガスは40%程度のCO2を含んでおり、燃焼熱は天然ガスほど高くありません。 CO2は

強アルカリ水に容易に捕集できます。本研究室では、高濃度CO2の共存下で、なおかつ、強アルカ

リ性培養液で生育できる微細藻類を見出しました。これらの藻類を、 DABYS／DABYE菌叢による

バイオガス生産と組み合わせることで、新たな下水汚泥の資源化およびバイオガス改質が可能で

す（内容の一部は研究継続中）

① 堆肥やセメント副原料以外での、新たな消化汚泥の利用

② 産業廃棄物量を減少させるとともに、バイオガスを製造することが可能

③ CO2を除去した高品質バイオガスを製造することが可能（現在研究中）

④ 増殖した藻類バイオマスは飼料等への活用

⑤ 常温処理が可能であるため、省エネルギー、処理設備の簡素化にも貢献

菌叢の微生物メンバー解析
アルカリpH、かつ、高濃度CO2で生育する
微細藻類

微細藻類の生育可能pH範囲とCO2濃度
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バイオガスは40%程度の
CO2を含むことから、燃焼時
の熱量は天然ガスの60%に
留まる

従来の嫌気消化では、すべての余剰汚泥が
バイオガスに変換されるわけではない（減容
率30%程度）
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新たな菌叢を用いて嫌気消化することで、余剰汚泥
の減容率を改善し、バイオガスの増産を目指す
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(藻体は産業利用)

バイオガス中のCO2を微細藻類の増殖
に利用することで、CO2含量を減らし、
高カロリー化を目指す

• 消化汚泥ではなく、余剰汚泥から反応を開始した場合に、同様の効果が確認できるか（現在継続中）

• 微細粗類のバイオガス改質能評価（バイアルスケール試験・現在継続中）


